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2005 年 12 月 23 日 
 

淀川水系流域委員会 様 
宇治・世界遺産を守る会 

薮田 秀雄 
 

 
 
「淀川水系 5 ダムの調査結果についての意見書」（平成 17 年 12 月 22 日淀川水系流域委員会）」

に対する意見 その２ 
 

 
１、「淀川水系 5 ダムの調査結果についての意見（案）」（平成 17 年 12 月 13 日第 33 回淀川部会 

審議資料１）に対する意見は、第 47 回淀川水系流域委員会参考資料１の「一般からの流域委

員会へのご意見」No679（Ｐ679－1～679－9）で、「はじめに」、「天ヶ瀬ダム再開発の効果」、

「京都府上水の新規利水」、「宇治川塔の島地区の流下能力」、「４つの代替案の検討について」、

「景観への影響」、「地域住民とともに検討し再構築することについて」、「宇治川の堤防強化」、

「審議資料について」の 9 項目にわたって記述しています。それは同時に「意見書」への意見

でもあります。ぜひ御一読下さい。  
 
一番言いたいことは宇治川の河床掘削について私たち地域住民は反対です。その理由は宇治川

塔の島地区の環境、景観がすでに破壊されており、「河床掘削はさらなる改変をもたらす」と

意見書が述べているとおり、環境、景観のさらなる破壊につながるということです。したがっ

て河床掘削以外の方法の検討、バイパス・トンネルの検討も含めて慎重に丁寧に検討・検証す

ることが必要だと考えます。手抜きは許されないと思います。 
 
また景観復元は可能であると考えます。塔の川締切堤の撤去、導水管の撤去、亀石の護岸工事

名目の埋め立て・遊歩道の撤去は景観復元の第一歩となります。 
 
 
 

２、流域委員会の審議の進め方に非常に疑問があります。この間、何か変であると思っていまし

た。「塔の島地区河川整備に関する検討委員会」があります。そこで検討されている内容が流

域委員会には報告されていません。 
 
天ヶ瀬ダム再開発の最重要問題である宇治川塔の島地区の流下能力の増大の課題と宇治川の

自然環境・歴史的景観の保全という相対立する問題をいかに検討するのか、いかに解決の道を

見つけ出すのか、流域委員会としては淀川河川事務所の諮問機関である「塔の島地区河川整備

に関する検討委員会」に丸投げし、その検討結果を待っておられるのかもしれないが、12 月
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14 日に開催された「第 2 回塔の島地区河川整備に関する検討委員会」に対して河川管理者は「宇

治川本川掘削・塔の川の掘削による流下能力確保の検討」ということで①本川平均０．８ｍ掘

削、②塔の川締切堤の撤去、本川平均０．４ｍ掘削、塔の川約１．０ｍ掘削、落差工切り下げ、

③塔の川締切堤の撤去、本川平均０．４ｍ掘削、塔の川約１．０ｍ掘削、落差工切り下げ、塔

の島約１．０ｍの掘削、の３つを提示しています。 
 
また急傾斜護岸と河道の直線化に対する批判に対して、河道側に礫を埋め立て緩い傾斜にする。

導水管の一部撤去、亀石周辺の護岸の一部改良などを提示しています。 
 
私の疑問は、「塔の島地区河川整備に関する検討委員会」の審議の状況がこの流域委員会には

なんら報告もされない、また流域委員会も報告を求めないということが疑問です。審議の状況

を報告させるべきだと思うのです。 
 
河川管理者の審議の土俵を２つつくるやり方によって、流域委員会の審議が現場の状況と乖離

して、非常に形式的になっているのではないかと懸念するのです。 
 
そうした中で出される意見は地域住民や現場と乖離する危険性を持っていると考えます。改善

を望みます。 
 

  
  
３、意見書の 17 ページ、「4 天ヶ瀬ダム再開発」の「4－1 天ヶ瀬ダム再開発の経緯」の５行目

で「琵琶湖の後期放流時の計画最大流量１５００m3／秒を天ヶ瀬ダムで放流するため」と書い

てありますが、この間指摘してきたように、天ヶ瀬ダムは１５００m3／秒の放流能力を持って

も、１５００m3／秒放流することはできません。 
 
その理由は、71 年 12 月に策定された「淀川水系工事実施基本計画」で「宇治橋付近計画高水

量１，５００m3／秒」が定められているからです。 
 
「淀川水系工事実施基本計画」は、宇治川流域で 2 日間に 272ｍｍの降雨があった場合（宇治

川洪水）、大戸川ダムと天ヶ瀬ダムで流量調節して天ヶ瀬ダムで１２００m3／秒の放流、下流

の合流流量を合わせて宇治橋付近計画高水量１５００m3／秒と定めています。 
 
そして宇治川の流下能力が１５００m3／秒になったら、それを利用して琵琶湖後期放流に利用

しようというものです。琵琶湖後期放流の場合でも、天ヶ瀬ダムから宇治橋の間で志津川、白

川が宇治川に合流しており、また関西電力宇治発電所の６０m3／秒が合流しているのでこれら

を考慮すれば、宇治橋付近計画高水量１，５００m3／秒を変えない限り、天ヶ瀬ダムで１５０

０m3／秒放流はできません。 
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４、意見書の 18 ページ、「4－3－1 天ヶ瀬ダムの放流能力の増大（1）放流能力の増大量」で「天

ヶ瀬ダムの放流能力については、琵琶湖の後期放流という観点からすれば、下流における治水

の安全ならびに環境の保全が確保されるかぎり、大きいほど望ましい」と書いてあることです。 
 
現在の計画が宇治川に１５００m3／秒の流下能力を持たせることが自然環境と歴史的景観保

全との関係で大問題となっていることからみて「放流能力が大きいほど望ましい」という結論

は地域住民からまったく乖離しており、このような結論がどこから出てくるのでしょうか。 
 
河川整備はその必要性に応じて最小限にとどめるというのが環境保全の面からみれば当然の

ことです。また琵琶湖後期放流は高水位・長期間放流ということから下流の堤防の特別の強化

が必要で、そのための膨大な費用を考えた場合、放流能力が大きいほど望ましいというのは公

共事業の費用を度外視した暴論と思えます。 
 

  
  
５、「（1）放流能力の増大量」の 2 行目で「河川管理者が 05 年 7 月の『調査検討』で示している

天ヶ瀬ダムの洪水期制限水位での１５００m3／ｓへの放流能力の増大は、71 年 12 月に策定さ

れた淀川水系工事実施基本計画に示されたものを踏襲したもので、明確な論理的根拠をもって

いるとはいえない。」と書かれています。 
 
「工事実施基本計画に示されたものを踏襲したもので、明確な論理的根拠をもっているとはい

えない」と書かれていることは基本計画が論理的な根拠を持っていないと言われていると理解

します。非常に重大な指摘であると考えます。ぜひよくわかるように説明をおねがいいたしま

す。 
 
 
 

 以上 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


